
 

 

 ●質問①：（１）ウェブサイトの構築・運営 ア 概要 について 

  ウェブページの内容に変更が生じる場合、翻訳部分も変更があり、参加自治体によ

る更新が難しいことが考えられるが、契約年度内において、参加自治体の指示により

速やかに更新できる社内体制を構築できれば、参加自治体がログイン・編集を行う形

ではないCMSのウェブサイトで問題ないか。 

 

 回答① 契約年度内におけるウェブページの更新は、県及び参加自治体の指示・要求 

等により委託事業者が実施するものと考えております。なお、委託事業終了後 

の更新を参加自治体が行う可能性も含めて、参加自治体がログイン・編集を行 

うことができるCMSサイトが望ましいと考えております。 

 

                                    

 ●質問②：同上 

令和8年度以降の継続利用がある場合、情報の更新やサーバー・CMSにかかる運用保

守費用等について、両者間で合意・契約する方法での利用を想定しているが、よいか。 

 

 回答② 委託事業終了後の情報の更新やサーバー・CMSにかかる運用保守費用等につ 

いては参加自治体と個別に協議のうえ、契約いただいて問題ありません。 

 

                                       

 ●質問③：（１）ウェブサイトの構築・運営 イ 作業範囲 （ウ）英語、簡体字、韓

国語、タガログ語翻訳テキストの作成（医療機関名や住所等を含む）について 

（１）ウェブサイトの構築・運営 イ 作業範囲には、「(医療機関名や住所等を含

む)」とあり、別紙２翻訳作業では、「医療機関情報（名称、住所等）を除く」と記載さ

れている。どちらが正しいか。 

 

回答③ （１）ウェブサイトの構築・運営 イ 作業範囲の記載が正しく、別紙２ 

の記載は誤りとなります。仕様書案を修正させていただきます。 

 

●質問④：別紙２ウェブサイト構築に係る全体的な作業内容 

プライバシーポリシーは各参加自治体から提供があるという理解でよいか。 

 

回答④ 基本的なフォーマットを委託事業者において作成いただき、参加自治体の 

必要に応じて適宜修正をすることを想定しています。 

 

●質問⑤：(2)PR 動画制作 イ 作業範囲 (カ) アナリティクス分析について 

アナリティクス分析については、仕様書(1)ウェブサイトの構築・運営で求めている

アクセスレポートと合わせた分析として、ウェブサイト訪問者の回遊の分析や動画の

再生回数、再生人数、動画再生者の健診予約率等の分析を行い、受診率向上施策に生

かせる仕組みであれば、YouTubeアナリティクス分析を使用せずとも問題ないか。 

                                

回答⑤ 同程度の分析結果が得られるのであれば問題ありません。 

 



●質問⑥：５ 成果物の納品 について 

  3ページの操作マニュアルと6ページの管理者向けマニュアルは、同様のものを指し

ているか。 

 

回答⑥ 同程度の内容が記載されているものを想定しています。 

 

 ●質問⑦：９ 成果物の帰属及び手直し について 

  成果物についてはすべて参加保険者の所有としているが、著作権については受託事

業者にあるという理解でよろしいか。 

 

 回答⑦ 事業終了後、参加自治体において継続した事業実施を希望した際に支障がな 

ければ、著作権の移転まで求めるものではありません。 

 

●質問⑧ (ウ) マルチデバイス対応について 

パソコン、スマートフォン向けの２種類のデザインを準備し、OSは、パソコンの場

合、Windows10としているが、Windows10は2025年10月にサポート終了予定となり、

セキュリティ面からもアップデートを推奨されているOSであるところ、最新版の

Windows11を想定してよいか。 

  

 回答⑧ 参加自治体で使用しているOSで適切に運用ができれば、Windows11での対応 

を想定することに問題はありません。 

 

●質問⑨ (1)ウェブサイトの構築・運営 ウ サーバー環境について 

構築する環境は、乙の外部クラウドサービス利用型として、ウェブサーバーへのア

クセスは、特定のグローバル IP アドレスのみを許可する等、第三者からのアクセス

によるウェブページの改ざん等を防止し、安全性に考慮して運用できること。とある

が、IPアドレスを制限するサーバーへのアクセスとは具体的に何を指しているか。 

 

 回答⑨ 当該記載は、特定のIPアドレスのみを許可することなどにより、第三者から 

の管理者画面のアクセスを防止し安全性を確保する主旨です。 


